予算要求資料
平成26年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：スポーツ振興対策費　　　
	事業名: 日本一づくり特別強化事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　教育委員会　スポーツ健康課　生涯スポーツ係　電話番号：058-272-1111（内3588）

E-mail：c17769@pref.gifu.lg.jp

１　事業費　　       4,183千円（前年度予算額：4,117千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	4,117
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,117

	要求額
	4,183
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,183

	決定額
	4,183
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,183


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
特に県民の注目度の高い「高校野球」と「駅伝」の２種目について、県内の強豪校や代表選手にターゲットを絞り、優秀指導者によるピンポイント指導や強化合宿等による実践的な指導など、独自の強化プロジェクトを推進する。

（２）事業内容

○「高校野球」強化プロジェクト

　・優秀指導者及びコーチ（投手・守備・打撃コート等）による指導

　・甲子園強豪校(優勝校等)との招待試合による強化

　・中学校３年生軟式野球選抜選手を対象とした強化合宿

　・小・中・高校の連携、優秀選手の一貫指導体制の確立

○「都道府県対抗駅伝」強化プロジェクト

・高地トレーニング合宿の実施
・コース試走等の実施

・ふるさと選手の確保
（３）県負担・補助率の考え方

　特に県民の注目度の高い「野球」と「駅伝」の２種目について、岐阜県独自の強化策を実施するものであり、県負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	1,330
	指導者謝金

	旅費
	468
	指導者旅費等

	需用費
	1,106
	消耗品、会議費

	役務費
	219
	傷害保険、通信費

	その他
	1,060
	球場使用料、宿泊施設借り上げ


	合計
	4,183
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
岐阜県清流の国スポーツ推進条例第１３条
ぎふスポーツ推進計画
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　高校野球では、この１０年間（H25～H34）で甲子園優勝を目指します。

都道府県対抗駅伝では、目標順位を突破します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	都道府県対抗駅伝順位（男子）
	32
（H16）
	（H　）
	（H　）
	14
（H25）
	8
（H26）
	85％


	都道府県対抗駅伝順位（女子）
	37
（H16）
	（H　）
	（H　）
	20   
（H25）
	8   
（H26）
	70％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）「高校野球」強化プロジェクト

　　・第1回野球強化プロジェクト会議　　平成25年6月４日(火)

・中学生軟式野球強化合宿　　　　平成25年8月2日(金)～3日(土)

・秋季県高校野球大会上位3校への指導　平成25年10月上旬
・中学生野球秋季強化練習会　　　平成25年11月～12月
　　・第2回野球プロジェクト会議　　平成26年２月４日(火)　※予定 

（２）「都道府県対抗駅伝」強化プロジェクト

　　・第1回駅伝強化プロジェクト会議　　平成25年６月５日(水)

　　・高地トレーニング合宿　　　　　平成25年8月10日(土)～14日(水)

　　・都道府県駅伝試走　　平成26年1月9日(木)、1月16日(木）※予定
　　・第2回駅伝強化プロジェクト会議　平成26年２月５日(水)　※予定 


（前年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　高校野球では、秋季東海大会に出場した県勢3校が予選で敗退し、春の選抜野球大会への出場を逃したが、来夏に向け各校で有力投手が育っている。

　都道府県対抗駅伝では、夏の高地トレーニング合宿で中学校選抜選手と高校選抜選手の強化を図ることが出来た。また、１月の大会前に、代表メンバー候補が顔合わせすることで県代表としての士気が高まり、レースに向けての意思統一が図れた。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	　中学・高校・大学・社会人の枠を超えた一貫指導体制を構築しているため、県がイニシアチブを取って進めることが妥当である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○


	平成元年から平成１４年まで、春の選抜高校野球大会出場はわずか３回。事業開始の平成１５年からは６回出場している。
駅伝については、昨年の女子にみられるように、過去最高タイムをマークするなど、底上げは進んでいる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○


	年度初めのプロジェクト会議で事業内容と目標を確認し、指導者間の意思統一が図られているため、年間を通じた強化策が無駄なくスムーズに実施できている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　野球については、1チーム複数の投手の育成が課題である。

駅伝については特に高校生の強化とふるさと選手の確保が課題である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　高校野球と都道府県対抗駅伝は、全国中継され、県民の注目度が特に高く、期待が高い。今後も、中高連携による強化を通じ、優秀選手の県外流出をくい止めるとともに、県内で育った選手が県の代表として全国で活躍できるベース作りを継続していく必要がある。


（平成２６年４月１日以降のこの事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）


清流の国推進部　スポーツ推進課　地域スポーツ係　電話番号：058-272-1111（内2954）


E-mail：c11172@pref.gifu.lg.jp








